
景　況　調　査　票
　  （2019年４－６月期） 
－記入上のお願い－

＜企業概要＞ 業種、取扱品目、従業者数（パート・アルバイトは除く）、創業年（西暦）をお答えください。

ご回答にあたっては、

　　　　  

内にご記入ください。
調査票は両面３ページになっています。

（複数の業種を営んでいる場合は、主な業種についてお答えください。創業年は、裏面④の西暦早見
表を参照してください。）

業　  種

名 年

取　扱　品　目 従業者数 創業年（西暦）

⑴ 売　上　高   （この設問については建設業の方はお答えいただく必要がありません｡）
売上高は前年の同じ時期に比べてどうですか。４月から６月までの実績、７月から９月までの見通し
をお答えください。(６月については見込みでお答えください。以下の設問も同じ｡)
①20％以上増加　②10～20％未満増加　③10％未満増加
④10％未満減少　⑤10％以上減少

⑴4－6月
実績

⑴7－9月
見通し

⑹ 販売価格　貴社の主な商品（製品、サービス）の販売価格（受注価格）は、前年の同じ時期に比べてどうですか。
４月から６月までの実績、７月から９月までの見通しをお答えください。

①上昇 ②あまり変わらない ③低下
⑹4－6月
実績

⑹7－9月
見通し

⑺ 仕入価格　貴社の仕入価格（原材料、部品、商品、燃料など）は、前年の同じ時期に比べてどうですか。
４月から６月までの実績、７月から９月までの見通しをお答えください。

①上昇 ②あまり変わらない ③低下 ⑺4－6月
実績

⑺7－9月
見通し

⑻ 設備投資　設備投資について、４月から６月までに実施しましたか。
また、７月から９月までに予定はありますか。
①実施した（実施予定あり）　  ②実施せず（実施予定なし）

⑻4－6月
実績

⑻7－9月
予定

⑵ 受　注　額   （この設問については建設業の方だけお答えください｡）
受注額は前年の同じ時期に比べてどうですか。４月から６月までの実績、７月から９月までの見通し
をお答えください。(６月については見込みでお答えください。以下の設問も同じ｡)

①増加 ②あまり変わらない ③減少 ⑵4－6月
実績

⑵7－9月
見通し

⑶ 採算水準   採算水準はどうですか。４月から６月までの実績、７月から９月までの見通しをお答えください。

①黒字 ②収支トントン ③赤字
⑶4－6月
実績

⑶7－9月
見通し

⑷ 資金繰り   イ　

ロ４月から６月までの資金繰りは１月から３月までに比べてどうですか。　
①楽になった

 
②あまり変わらない

 
③苦しくなった ⑷－ロ

ハ７月から９月までの資金繰りは４月から６月までに比べてどうなるでしょうか。　
①楽になる

 
②あまり変わらない ③苦しくなる ⑷－ハ

⑸ 借　　入　イ　

ロ４月から６月までの民間金融機関からの借入のしやすさは１月から３月　
までに比べてどうですか。
①容易になった ②あまり変わらない ③難しくなった　④該当なし ⑸－ロ

① ②

⑽－イ
4－6月実績

⑽－イ
7－9月見通し

⑽ 業況判断 イ貴社の業況はどうですか。
　４月から６月までの実績、７月から９月までの見通しをお答えください。
①かなり良い ②やや良い ③良くも悪くもない

④やや悪い ⑤かなり悪い

ハ

ロ貴社の10月から12月までの業況はどうなりそうですか。
①かなり良い ②やや良い ③良くも悪くもない

④やや悪い ⑤かなり悪い ⑥わからない
⑽－ロ

⑾－イ

裏面へアンケート票は３ページ（①～③）あります。裏面にお進みください。
※自由記入欄も裏面にございます。

⑾ 最 近 の イ貴社の営業形態は次のどちらですか。「①法人経営」の場合は、最新の決算の期末もお答えください。
決算状況

①法人経営 ②個人経営

⑿

⑾－ハ
A実績 B変化

ハ最新の決算において、税引前純利益（個人経営の場合は所得金額）はどうでしたか。また、その
利益は１期前と比べてどう変化しましたか。次のABについてそれぞれ１つ選んでください。
A利益の実績：①黒字　　　②収支ゼロ　　　　　　③赤字
B利益の変化：①改善した　②ほとんど変わらない　③悪化した

⑾－ロ

ロ最新の決算（個人経営の場合は2018年分の確定申告）において、売上高は1期前に比べてどう
でしたか。
①20％以上増加した ②10～20％未満増加した ③10％未満増加した
④ほとんど変わらなかった ⑤10％未満減少した ⑥10～20％未満減少した
⑦20％以上減少した

最新の決算の期末 201 年 月

⑼ 経営上の　当面の経営上の問題点について、最も困っているものを次のうちから１つ選んでください。
　　問 題 点 ①売上（受注）の不振 ②利益の減少 ③求人難

④設備・店舗の狭小、老朽化 ⑤代金回収困難 ⑥支払期間の短縮

⑦借入難（割引難） ⑧その他（ 　） ⑨特に問題なし
⑼

非公開

非公開

非公開

非公開
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①～③まですべてお書きいただいたうえで、同封の返信用封筒（切手不要）により
ご返送ください。ご協力ありがとうございました。
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⒀   

③ ④

⒁ 貴社の業況に影響するプラスまたはマイナスの要因について、自由にご記入ください。

非公開




